
令和４年度　定時社員総会開催
　

令
和
４
年
度
一
般
社
団
法

人
神
戸
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
（
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
）
の
定
時
社
員
総
会
が
、

令
和
４
年
５
月
27
日
（
金
）、

婦
人
会
館
の
大
会
議
室
さ
く

ら
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
総
会
も
開
催
に

あ
た
り
ま
し
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
予
防
す

る
対
策
と
し
て
、
３
密
を
回

避
す
る
た
め
少
人
数
で
の
開

催
を
目
途
に
、
事
前
に
議
案

書
を
お
送
り
し
、
議
決
権
を

行
使
し
て
い
た
だ
く
な
ど
お

ね
が
い
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
当
日
の
出
席
者
は
30
名

と
例
年
の
出
席
者
の
約
3
割

弱
と
な
り
ま
し
た
。
あ
ら
か

じ
め
議
決
権
の
行
使
を
し
た

方
、
委
任
状
を
提
出
し
た
方

を
あ
わ
せ
た
、
総
会
有
効
出

席
者
は

312
名
と
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
当
日
会
場
は
、

感
染
予
防
の
た
め
、
席
の
間

隔
を
あ
け
、
窓
を
開
放
し
て

換
気
を
行
い
、
手
指
の
消

毒
、
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
を

講
じ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
①
国
歌
斉
唱
に

引
き
続
き
、
物
故
会
員
に
対

す
る
黙
祷　

②
市
老
連
大
辻

正
忠
理
事
長
の
開
会
挨
拶　

昨年同様コロナ対策のもと開催　令和４年５月２７日（金）の理事会において、大辻正忠理事（兵庫区）が理事長に、
近藤豊宣理事（西区）と久保三男理事（北区）が副理事長に選任されました。

理事長・副理事長が選任される

理事

森
松
リ
キ
子

再
任

小
谷
　
辰
次

新
任

福
田
麟
太
郎

再
任

大
辻
　
正
忠

再
任

久
保
　
三
男

再
任

名
田
　
章
仁

再
任

高
見
　
省
吾

新
任

松
木
　
伸
年

新
任

近
藤
　
豊
宣

再
任

井
上
　
末
子

再
任

監事

久
保
　
良
治

再
任

細
川
　
卓
司

新
任

　近藤副理事長 大辻理事長 久保副理事長　

令和3年度主要事業の実施報告
事業名 行事名 参加者数等

会員増強
対策事業 会員増強研修会 50名

健康増進
事業

秋季グラウンドゴルフ大会・輪投げ大会・
ボウリング大会・神戸交流ウォークツアー
（新型コロナウイルス感染の拡大防止のた
め、・ゲートボール大会・春季グラウンドゴ
ルフ大会・ふれあいウォークラリーは中止）

1,115名

健康のつどい・見守りサポーター養成講
座・ゲートボール審判員研修会（新型コロ
ナウイルス感染の拡大防止のため、健康
増進研修会は中止）

307名

文化研修
事業

会長リーダー研修会（新型コロナウイルス
感染の拡大防止のため中止）・新任会長研
修会（悪天候のため中止）

0名

高齢者美術作品展 596名

福祉事業
社会奉仕活動 5,658名

福祉交流事業・福祉研修会（新型コロナウ
イルス感染の拡大防止のため中止） 50名

広報事業「広報紙　KOBEシニアクラブ」発行ホームページをリニューアル
毎月

35,000部

高見　理事

松木　理事細川　監事

小谷　理事

　
こ
の
度
の
総
会
で
選
任
さ
れ
ま

し
た
新
た
な
理
事
な
ら
び
に
監
事

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

新理事・監事

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
昨
年
・

一
昨
年
と
中
止
で
３
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
る
平
成
4
年
度

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
、
4

月
21
日
（
木
）
に
し
あ
わ
せ

の
村
の
多
目
的
運
動
広
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

待
ち
わ
び
た
大
会

令
和
４
年
度
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

3 年ぶり

　

当
日
の
天
気
は
曇
り
模
様

で
、
天
候
が
心
配
さ
れ
る

中
、
開
会
式
、
市
老
連
大
辻

正
忠
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
注
意
事
項
の
説
明
の

後
、
女
性
委
員
代
表
の
指
導

に
よ
る
「
い
き
い
き
ク
ラ

ブ
体
操
」
を
全
員
で
行
い

ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
試
合
開
始
、

５
つ
の
コ
ー
ト
に
分
か
れ

て
、
選
手
お
よ
び
大
会
関

係
者
の
合
計
１
５
４
人
が

参
加
し
て
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
昼
前
か
ら

雨
で
、
午
前
中
の
２
試
合
で

終
了
、
表
彰
お
よ
び
閉
会

式
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

上
位
の
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

優　

勝
塚
町
和
敬
会（
東
）

準
優
勝
多
聞
台
と
き
わ
会（
垂
）

３　

位
相
川
寿
会（
中
）

４　

位
大
池
寿
会（
北
）

５　

位
岩
屋
と
き
わ
会（
灘
）

６　

位
鈴
蘭
台
長
生
会（
北
）

各コートで素晴らしいプレーが見られた

北区 大池チームの
井上さんは、なんと
100歳
練習はＧＧ週３ ＧＢ週
２ ほぼ毎日練習とい
う元気な方です！

元気元気
印印

③
来
賓
を
代
表
し
て
神
戸
市

福
祉
局
の
森
下
貴
浩
局
長
よ

り
の
ご
祝
辞　

④
大
辻
理
事

長
が
総
会
の
議
長
に
就
任　

⑤
議
事
開
始
と
進
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
定
時
総
会
に
提
案
さ

れ
ま
し
た
議
案
は
︻
第
１
号

議
案
︼
令
和
３
年
度
事
業
報

告
、︻
第
２
号
議
案
︼
令
和

３
年
度
決
算
報
告
、︻
第
３

号
議
案
︼
理
事
及
び
監
事
の

選
任
の
３
議
案
で
す
。

　

近
藤
副
理
事
長
か
ら
、

す
べ
て
の
議
案
に
つ
い

て
、
提
案
説
明
が
行
わ
れ

（
鹿
野
事
務
局
長
が
補
足

説
明
）、
清
水
監
事
に
よ

る
決
算
等
に
係
る
監
査
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
議

長
か
ら
こ
の
３
議
案
の
承

認
を
求
め
ま
し
た
と
こ

ろ
、
い
ず
れ
の
議
案
も
原

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

第
１
号
並
び
に
第
２
号

議
案
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

令和３年度決算のあらまし（単位：万円）
区
分 項　目 決算額

収
　
入

会費収入 492 

事業収入その他 213 

補助金等収入 3,597 

合　計 4,302 
　
　
　
支
　
出

研修事業費 210 

福祉事業費 92 

スポーツ事業費 271 

文化事業費 468 

広報事業費 535 

その他事業費 1,169 

管理費・その他 1,770 

合　計 4,515 

 経 常 外 費 用 0 　　

当期一般正味財産増減額 -213

一般社団法人　神戸市老人クラブ連合会　〒650-0016　神戸市中央区橘通3-4-1 TEL（078）341-8507　FAX（078 ）341-8524　 krcr@sunny.ocn.ne.jp　 http://kobeshirouren.or.jp/
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ク
ラ
ブ
だ
よ
り

ク
ラ
ブ
だ
よ
り

い
つ
ま
で
も
健
康
的
に

ポ
ー
ト
ル
ー
プ
で

み
な
と
め
ぐ
り

各
盤
上
が
熱
い
！

第
67
回
　
囲
碁
・
将
棋

大
会
開
催
さ
れ
る

西
区

岩
岡
老
人
ク
ラ
ブ
上
睦
会

　
　
　
　
敦
見
　
敏
明

健
康
山
歩
会

垂
水
区

塩
屋
柏
台
パ
ー
ル
ク
ラ
ブ
　
　
　
　
　

　
　
　
　
石
田
　
定
徳

塩
屋
柏
台
パ
ー
ル
ク
ラ

ブ
健
康
山
歩
会
は
、
旗
振

山
に
毎
日
登
山
し
て
い
る
人

た
ち
で
昨
年
結
成
さ
れ
ま
し

た
。現
在
会
員
は
16
名
で
す
。

　

ち
な
み
に
旗
振
山
に
今
年

毎
日
登
山
し
て
い
る
神
戸
市

民
山
の
会
毎
日
登
山
奨
励
会

中
央
区
　
東
部
雲
中
長
寿
会
　
　
　
　
　

　
　
　
　
久
保
　
聰
雄

　

神
戸
の
観
光
地
、
神
戸
港
。

こ
の
た
び
新
神
戸
駅
~
ウ
ォ
ー

タ
ー
フ
ロ
ン
ト
間
に
2
両
連
結

の
連
節
バ
ス
が
運
行
さ
れ
た
の

で
乗
っ
て
み
ま
し
た
。

　

５
月
の
あ
る
日
、
快
晴
。

新
幹
線
新
神
戸
駅
1
階
の

バ
ス
乗
り
場
に
は
、
ふ
つ
う

の
２
倍
く
ら
い
の
長
い
バ
ス

が
停
ま
っ
て
い
る
。
神
姫
バ

ス
が
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ー
ス
を
案
内
し
ま
し
ょ

う
。
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
を
発

車
す
る
と
生
田
川
右
岸
を
南

下
し
ま
す
。
両
岸
の
桜
並
木

の
人
は

186
名
（
登
録
者
は

232

名
）
お
り
ま
す
。
健
康
山
歩

会
会
員
で
の
登
山
回
数
最
高

の
人
は
、
一
万
回
を
超
え
て
い

る
人
が
２
名
お
り
ま
す
。
30

年
以
上
毎
日
登
っ
て
い
る
こ

は
見
事
で
、
来
年
か
ら
の
花

見
の
季
節
が
楽
し
み
で
す
。

阪
急
と
Ｊ
Ｒ
の
高
架
を
く
ぐ

り
、
国
道
２
号
線
を
右
折
。

こ
こ
が
中
央
消
防
署
。
い
ざ
と

い
う
時
一
番
頼
り
に
な
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

こ
の
辺
り
が
、
２
号
線
で

も
最
も
混
雑
す
る
と
こ
ろ
。

右
側
に
中
央
区
役
所
が
あ
り

と
に
な
り
ま
す
。
全
員
山
に

登
る
の
が
習
慣
に
な
っ
て
お

り
、
毎
日
登
る
時
間
は
ま
ち

ま
ち
で
す
が
登
山
道
で
は
元

気
よ
く
あ
い
さ
つ
を
し
、
近

況
を
話
し
合
っ
た
り
、
和
気

あ
い
あ
い
と
茶
店
で
懇
談
し

た
り
と
楽
し
い
時
を
過
ご
す

の
も
、楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

時
間
の
あ
る
人
で
、
体
力

に
自
信
の
あ
る
人
は
旗
振
山
、

鉄
拐
山
、
お
ら
が
山
、
栂
尾

山
ま
で
往
復
す
る
人
も
い
ま

す
。
ま
た
、
山
腹
道
も
あ
り

夏
に
は
日
陰
に
な
り
楽
し
く

お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
歩
く

人
を
多
く
見
か
け
ま
す
。

　

栂
尾
山
は
階
段
が

400
段
近

く
あ
り
少
々
き
つ
い
で
す

が
、
頂
上
の
眺
め
は
最
高
で

す
。
毎
日
山
に
登
ら
な
い

と
、
一
日
体
の
調
子
が
悪
く

感
じ
、
自
然
と
山
に
行
く
習

慣
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
秋
に
は
旗
振
山
か
ら

須
磨
離
宮
公
園
ま
で
弁
当
持

参
で
遠
出
の
ハ
イ
キ
ン
グ
を

し
て
楽
し
み
懇
親
を
は
か
り

ま
し
た
。

　

昨
年
は
神
戸
市
民
山
の
会

よ
り
、
年
中
無
休
登
山
表
彰

（
年
間

350
日
以
上
）
で
５
名
、

夏
季
毎
日
登
山
表
彰
（
50
日

の
う
ち
45
日
以
上
）
８
名
の

人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
表
彰
も
励
み
に
な
り
体
調

を
維
持
し
毎
日
登
る
人
と
の

会
話
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
２
月
に
始
ま
っ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
、
種
々
の
制
限
が
か
け

ら
れ
思
う
よ
う
に
開
催
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨
年
11
月

28
日
（
日
）
開
催
後
６
ヵ
月

ぶ
り
に
第
67
回
囲
碁
・
将
棋

大
会
が
５
月
22
日
（
日
）
農

業
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

囲
碁
50
名
、
将
棋
18
名
、

計
68
名
の
参
加
が
あ
り
、
囲

碁
・
将
棋
と
も
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
と

実
力
に
合
う
３
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
消
毒
・
マ
ス
ク
着

用
で
盤
と
向
か
い
合
い
着
席
、

対
戦
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
大
部
分
の
方
々

は
、
普
段
の
十
分
な
練
習
も

で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
が
、
い
ざ
開
始

と
な
る
と
一
手
指
す
と
直
ぐ

に
タ
イ
マ
ー
の
ボ
タ
ン
に
手

が
動
き
ス
ム
ー
ズ
な
対
戦
運

び
に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

朝
９
時
過
ぎ
か
ら
、
各
自

５
回
の
対
戦
、
途
中
弁
当
に
よ

る
昼
食
を
と
り
な
が
ら
、
対
戦

終
了
は
午
後
５
時
と
長
時
間

に
わ
た
り
、
大
変
お
疲
れ
様
で

し
た
の
言
葉
が
最
適
で
す
。

　

グ
ル
ー
プ
で
の
優
勝
者
、

準
優
勝
者
の
方
は
昇
級
・
昇

段
の
褒
美
が
待
っ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
最
高
位
者
は
６
段

が
上
限
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

成
績
結
果
は
以
下
の
通
り
。

2 両連節の神姫バス

ま
す
が
間
も
な
く
新
庁
舎
に

移
り
ま
す
。
長
い
間
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

　

三
宮
駅
前
か
ら
は
、
乗
客

も
増
え
ほ
ぼ
満
員
で
す
。
神

戸
阪
急
の
と
こ
ろ
を
左
折
、

東
遊
園
地
か
ら
税
関
構
内
を

通
っ
て
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
、

改
装
中
の
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー

や
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
ぐ

る
っ
と
一
回
り
し
て
く
れ
、
観

光
船
の
り
ば
前
が
終
点
で
す
。

　

ふ
つ
う
の
バ
ス
路
線
で
は

通
ら
な
い
コ
ー
ス
で
割
と
楽

し
め
ま
す
。
1
日
乗
車
券
も

あ
り
ま
す
が
私
た
ち
に
は
便

利
な
敬
老
優
待
乗
車
証
が
あ

り
ま
す
。
1
回

110
円
で
乗

れ
ま
す
。
一
度
お
試
し
く
だ

さ
い
。

会話を楽しみながら登る 

囲碁 50 名　将棋 18 名が参加

クラスＡ１　囲碁の部
順位 氏名 棋力 勝数 勝ち点 クラブ名
優勝 小笠原醇 六段 5勝 40点 秋葉台春秋会
2位 吉田義明 六段 3勝 27点 狩場台シニアC
3位 豊田健昭 六段 3勝 25点 北山あけぼの会

クラスＡ　　将棋の部
順位 氏名 棋力 勝数 クラブ名
優勝 松野昌彦 五段 5勝 第二美賀多台クラブ
2位 曽我智行 二段 3勝 秋葉台春秋会

会員の皆様へお知らせ！
「かんぽの宿」30 施設の名称が令和 4年 7月 1日
に変更されました。

 　　旧名称　　　　　　　　　新名称　　　　　　　　所在地
1 かんぽの宿 一関 亀の井ホテル 一関 岩手県
2 かんぽの宿 大洗 亀の井ホテル 大洗 茨城県
3 かんぽの宿 潮来 亀の井ホテル 潮来 茨城県
4 かんぽの宿 塩原 亀の井ホテル 塩原 栃木県
5 かんぽの宿 栃木喜連川温泉 亀の井ホテル 喜連川 栃木県
6 かんぽの宿 寄居 亀の井ホテル 長瀞寄居 埼玉県
7 かんぽの宿 旭 亀の井ホテル 九十九里 千葉県
8 かんぽの宿 鴨川 亀の井ホテル 鴨川 千葉県
9 かんぽの宿 青梅 亀の井ホテル 青梅 東京都
10 かんぽの宿 福井 亀の井ホテル 福井 福井県
11 かんぽの宿 熱海（本館） 亀の井ホテル 熱海 静岡県
12 かんぽの宿 熱海（別館） 亀の井ホテル 熱海 別館 静岡県
13 JP リゾート 伊豆高原 亀の井ホテル 伊豆高原 静岡県
14 かんぽの宿 焼津 亀の井ホテル 焼津 静岡県
15 かんぽの宿 知多美浜 亀の井ホテル 知多美浜 愛知県
16 かんぽの宿 鳥羽 亀の井ホテル 鳥羽 三重県
17 かんぽの宿 彦根 亀の井ホテル 彦根 滋賀県
18 かんぽの宿 富田林 亀の井ホテル 富田林 大阪府
19 かんぽの宿 大和平群 亀の井ホテル 大和平群 奈良県
20 かんぽの宿 奈良 亀の井ホテル 奈良 奈良県
21 かんぽの宿 紀伊田辺 亀の井ホテル 紀伊田辺 和歌山県
22 かんぽの宿 有馬 亀の井ホテル 有馬 兵庫県
23 かんぽの宿 赤穂 亀の井ホテル 赤穂 兵庫県
24 かんぽの宿 淡路島 亀の井ホテル 淡路島 兵庫県
25 かんぽの宿 光 亀の井ホテル せとうち光 山口県
26 かんぽの宿 観音寺 亀の井ホテル 観音寺 香川県
27 かんぽの宿 伊野 亀の井ホテル 高知 高知県
28 かんぽの宿 北九州 亀の井ホテル 玄界灘 福岡県
29 かんぽの宿 柳川 亀の井ホテル 柳川 福岡県
30 かんぽの宿 阿蘇 亀の井ホテル 阿蘇 熊本県

⇒
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令
和
４
年
度
北
区
老
人
ク

ラ
ブ
大
会
は
、 

感
染
予
防
対

策
を
講
じ
、
各
ク
ラ
ブ
か
ら 

輪
投
げ
大
会
開
催
さ
れ
る

　

１
月
25
日
（
火
）
午
後
１

時
半
か
ら
「
神
戸
常
磐
ア

リ
ー
ナ
体
育
室
」
で
恒
例
の

輪
投
げ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

129
名
の
参
加
者
を
得
て
、

大
き
な
ホ
ー
ル
で
賑
や
か
な

雰
囲
気
で
し
た
。
輪
の
大
き

区
老
連
だ
よ
り

区
老
連
だ
よ
り

北区老連長田区老連
新
任
会
長
さ
ん

 

ヨ
ロ
シ
ク
！ 

輪
投
げ
大
会

１
２
９
名
参
加

1
名
と
役
員
の
み
の
最
小
限

の
出
席
で
、
４
月
27
日
（
水
）

北
区
役
所
7
階
の
鈴
蘭
台
の

町
が
一
望
で
き
る
見
晴
ら
し

抜
群
の
大
会
議
室
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
2
年
連
続
書
面
表
決
に
よ

る
開
催
と
な
り
、
役
員
会
・

会
長
会
で
大
会
資
料
を
討
議

し
、 

最
短
時
間
で
の
簡
素
な

大
会
で
し
た
が
、 

お
互
い
の

顔
が
見
え
る
こ
と
は
有
意
義

な
時
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

関
係
各
団
体
の
来
賓
の
ご

招
待
も
控
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
、 

今
期
新
任
の
北
区
役
所

金
本
忠
義
区
長
・
北
神
区
役

所
柏
木
和
馬
担
当
区
長
・
い

つ
も
老
人
ク
ラ
ブ
が
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
総
務
部
の
石

中
久
仁
地
域
支
援
担
当
課
長

の
ご
出
席
を
お
願
い
し
、
心

温
ま
る
励
ま
し
の
ご
あ
い
さ

つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
北
区
老
連
は
大

き
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。 

２

ク
ラ
ブ
が
解
散
し
、
50
ク
ラ

ブ
の
中
で
12
ク
ラ
ブ
の
会
長

春
季
丹
波
路
の
バ
ス
旅
行

　

4
月
13
日
（
水
）
バ
ス
３

台
108
名
の
予
想
以
上
の
参
加

者
で
開
催
。
コ
ロ
ナ
禍
の
自

粛
か
ら
解
放
さ
れ
、
快
晴
で

最
高
の
日
和
。
乗
車
時
に

は
、
助
成
金
の
た
め
、
消
毒

と
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
確
認
。

　

旅
行
会
社
か
ら
「
ふ
る
さ

と
応
援
助
成
」
で
各
人
に

４
千
円
が
戻
る
と
の
説
明
で

一
同
大
歓
声
。
一
路
丹
波
路

を
目
指
す
。

水
分
れ
フ
ィ
ー
ル
ド

　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
見
学
　

　

観
光
地
ま
で
は
、
田
舎
道

を
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
し
な
が
ら

歩
く
。
川
沿
い
の
桜
並
木

は
、
既
に
葉
桜
だ
っ
た
が
、

土
手
の
草
花
や
新
緑
を
眺
め

な
が
ら
の
散
策
も
懐
か
し
さ

を
感
じ
て
快
適
。

　

目
的
の
観
光
施
設
は
丹
波

市
氷
上
町
に
あ
り
、
瀬
戸
内

海
側
か
ら
日
本
海
側
へ
抜

け
る
日
本
で
一
番
低
い
分

水
界
と
の
こ
と
。「
氷
上
回

廊
」
と
呼
ば
れ
、
古
く
か
ら

人
や
物
の
交
流
が
盛
ん
な
地

域
で
、
館
内
で
は
交
流
の
歴

史
文
化
の
展
示
が
多
数
。
ま

た
、
施
設
周
辺
の
滝
や
飛
び

さ
や
重
さ
は
神
戸
市
の
投
輪

連
盟
の
規
定
の
物
よ
り
、
高

齢
者
向
け
の
小
ぶ
り
で
カ

ラ
ー
の
輪
を
一
般
よ
り
近
距

離
か
ら
投
げ
て
３
回
の
合
計

得
点
の
多
い
、
少
な
い
で
順

位
を
競
い
ま
し
た
。

　

男
性
で
一
般
の
大
き
さ
の
輪

に
慣
れ
た
方
は
、
投
げ
に
く

そ
う
で
し
た

が
、
一
投
ご
と

に
歓
声
も
上

が
り
、
入
り

か
け
た
輪
が

ピ
ン
を
廻
っ

て
飛
び
出
す
と
我
が
事
の
よ

う
に
残
念
が
る
応
援
者
も
あ

り
、
和
や
か
な
光
景
も
仲
間

な
れ
ば
こ
そ
の
も
の
で
し
た
。

　

神
戸
の
企
業
に
就
職
し

て
、
昼
休
み
に
輪
投
げ
に
興

じ
る
大
人
を
見
て
、
先
輩
に

何
故
神
戸
は
大
人
が
輪
投
げ

を
す
る
の
か
を
聞
い
て
み
た

ら
、
神
戸
は
世
界
的
な
港
で

烏
原
の
美
味
し
い
水
を
入
れ

に
船
が
寄
港
し
て
停
泊
中
の

船
員
が
普
及
さ
せ
て
く
れ
た

か
ら
だ
と
知
り
ま
し
た
。

　

長
田
区
で
は
、
高
取
山
に

早
朝
登
山
を
し
た
人
た
ち
が

中
茶
屋
な
ど
で
、
輪
投
げ
を

し
て
一
汗
か
い
て
ビ
ー
ル
を
一

杯
飲
ん
で
帰
る
人
が
多
い
の

で
、
輪
投
げ
の
上
手
な
人
が

多
い
の
だ
と
も
聞
き
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
伝
統
の
あ
る
輪
投

げ
大
会
が
、
開
催
で
き
る
の

は
大
変
幸
せ
な
事
だ
と
思
い

ま
す
。
い
つ
ま
で
も
元
気
で

投
げ
続
け
た
い
も
の
で
す
。

　

お
世
話
を
し
て
下
さ
い

ま
し
た
方
々
に
心
か
ら
感

謝
し
、
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

石
を
配
し
た
庭
園
は
水
も
流

れ
、
涼
し
げ
で
最
高
！

由
緒
あ
る
料
亭
で
昼
食

　

織
田
家
ゆ
か
り
の
城
下
町

の
柏
原
（
か
い
ば
ら
）
に
あ

る
老
舗
の
料
亭
「
三
友
楼
」

で
期
待
の
昼
食
を
と
る
。
皇

室
の
方
々
も
利
用
さ
れ
た
由

緒
あ
る
料
亭
で
、
盛
り
付
け

も
味
も
量
も
大
満
足
。

柏
原
周
辺
観
光

　

食
後
の
散
策
は
、
樹
齢
千

年
以
上
の
大
ケ
ヤ
キ
の
根
が

川
を
ま
た
い
で
自
然
の
橋
を

作
っ
た
「
木
の
根
橋
」
と
呼

ば
れ
る
も
の
。
近
く
に
は
古

い
社
寺
も
あ
り
、
見
所
も
多

い
。
そ
の
他
、
陣
屋
や
櫓
等

も
あ
る
が
、
次
の
機
会
と
断

念
。

吊
り
橋
と
八
重
桜
の
花
見

　

最
後
に
川
代
公
園
を
観

光
。
目
玉
は
吊
り
橋
で
篠
山

川
に
あ
る
渓
谷
に
架
か
る
全

長
90
ｍ
の
吊
り
橋
。
渡
る
と

結
構
揺
れ
て
少
し
怖
い
。
ま

た
、
眼
下
の
奇
岩
は
丹
波
竜

発
見
の
場
所
で
眺
め
も
一
見

の
価
値
。
な
ん
と
周
辺
の
公

園
で
は
八
重
桜
が
満
開
。
諦

め
て
い
た
花
見
を
最
後
に
実

現
で
き
て
、
誠
に
幸
運
な
り
。

　

帰
路
は
恒
例
の
「
め
ん
た

い
パ
ー
ク
」
で
買
物
を
し

て
、
予
定
時
間
に
全
員
無
事

に
帰
着
地
に
戻
る
。

　
終
わ
り
良
け
れ
ば
総
て
良
し
！

　

楽
し
い
旅
行
が
で
き
た
こ

と
に
感
謝
！

令和４年度の新任会長

北区老人クラブ大会のようす

が
交
代
し
た
こ
と
で
す
。（
当

日
出
席
さ
れ
た
新
任
会
長
さ

ん
８
名
の
集
合
写
真
を
撮
り

ま
し
た
。）
会
長
交
代
は
「
会

の
存
続
」
に
も
か
か
わ
る
大

き
な
課
題
で
す
。
新
任
の
会

長
さ
ん
方
お
引
き
受
け
す
る

に
あ
た
り
勇
断
さ
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

!! 

　

も
う
ひ
と
つ
は
女
性
会
長

が
8
名
も
（
新
任
２
名
）
占

め
る
こ
と
で
す
。
ど
の
組
織

も
重
要
な
ポ
ス
ト
で
女
性
の

登
用
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
比
率
は
低
い

で
す
が
2
割
近
く
を
占
め
た

こ
と
ち
ょ
っ
と
し
た
変
革
で

は
な
い
か
と
…
…
。

　

北
区
老
連
に
新
し
い
風
が

吹
い
て
い
る
期
待
が
持
て
る

大
会
で
し
た
。

東灘区老連　
楽
し
い
旅
行
に

　
感
謝
！

木の根橋

全長 90 ｍの吊り橋満開の八重桜

「とっておきの作品」募集
　会員の皆様から、絵はがき＆色紙絵を募集してい
ます。必要事項を記入したものを同封の上、作品を
お寄せ下さい。
必要事項　①氏名（ふりがな）　②クラブ名
　　　　　③題名　④郵便番号　⑤住所　⑥電話番号
※葉書サイズ（100mm × 148mm 以内）・色紙サイズ（242mm
× 272mm 以内）でお願いします。それ以外は受付出来ません。
※作品は随時ご返却いたしますが、長期間お預かりする場合があり
ますのでご了承ください。※作品は丁重に取り扱いますが、損傷に
ついては理由のいかんにかかわらず、一切の責任は負いません。
宛先　〒 650-0016　神戸市中央区橘通 3-4-1
　KOBEシニアクラブ　　「とっておきの作品」係

KOBEシニアクラブ第695号　	 令和４年 ７月10日　（日曜日）　 　（2）



文
芸
欄

文
芸
欄

紅
梅
会
（
東
灘
区
）

山
笑
う
風
が
心
耳
捧
げ
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
朋
　
子

山
笑
う
空
と
風
と
が
遊
泳
す
　
　
　
　
　
　
美
恵
子

風
楽
し
蒲
公
英
絮
の
旅
立
ち
ぬ
　
　
　
　
　
佐
智
子

蒲
公
英
や
絮
を
飛
ば
し
て
物
思
ふ
　
　
　
　
比
佐
美

た
ん
ぽ
ぽ
の
彼
の
国
に
も
咲
き
出
づ
か
　
　
扶
喜
子

六
甲
の
山
裾
に
住
み
山
笑
う
　
　
　
　
　
　
里
　
子

山
霞
み
花
粉
ま
か
せ
の
山
笑
う
　
　
　
　
　
松
　
子

庭
に
出
る
た
の
し
み
た
ん
ぽ
ぽ
日
和
か
な
　
　
恵

梅
苑
句
会
（
東
灘
区
）

若
葉
も
え
も
の
思
う
日
や
空
青
し
　
　
　
　
藤
綱
　
孝
子

穏
や
か
な
日
本
の
空
に
桜
舞
う
　
　
　
　
　
山
田
シ
ヅ
子

パ
パ
パ
パ
と
叫
ぶ
お
さ
な
に
春
よ
来
よ

時
枝
千
穂
子

桜
爛
漫
支
え
し
幹
に
苔
む
し
て
　
　
　
　
　
深
沢
　
清
子

篠
原
句
会
（
灘
区
）

春
雨
に
児
を
抱
き
走
る
若
き
母
　
　
　
　
　
河
野
　
光
代

卆
業
や
位
牌
の
父
へ
語
り
か
け
　
　
　
　
　
木
原
　
愛
子

靴
紐
に
気
を
そ
ら
さ
れ
て
花
疲
れ　
　
　
　

渡
辺
　
寛
治

老
梅
に
花
あ
と
の
実
の
い
じ
ら
し
さ
　
　
　
清
水
　
昭
子

夜
桜
の
ト
ン
ネ
ル
密
に
ス
マ
ホ
連
　
　
　
　
仁
居
津
　
勲

き
の
う
咲
き
今
日
は
散
り
行
く
さ
く
ら
か
な
伊
藤
　
秀
子

旧
暦
で
祝
う
我
が
家
の
雛
祭
り　
　
　
　
　

村
上
　
彌
廣

ぐ
み
の
木
の
芽
吹
き
い
っ
せ
い
今
日
の
朝

横
田
　
昌
子

宝
愛
句
ら
ぶ
（
中
央
区
）

北
野
坂
ミ
モ
ザ
が
似
合
う
坂
の
町
　
　
　
　
和
　
子

新
造
船
就
航
待
つ
や
春
の
海
　
　
　
　
　
　
悦
　
子

四
月
尽
の
ん
び
り
低
く
飛
行
船
　
　
　
　
　
千
枝
子

登
下
校
想
ひ
で
多
き
や
ま
つ
つ
じ
　
　
　
　
道
　
子

亡
き
友
と
酒
酌
み
交
わ
す
花
の
下　
　
　
　
　

丘

作
業
着
の
汚
れ
を
競
う
新
社
員　
　
　
　
　

和
　
志

須
磨
の
寺
青
葉
の
笛
に
匂
う
黴か
び

　
　
　
　
　
哲
　
男

東
雲
や
摩
耶
の
嶺
嶺
風
光
る　
　
　
　
　
　

啓
　
臣

梅
の
美
会
（
兵
庫
区
）

老
い
て
な
お
鮊い

か
な
ご子
の
列
並
び
待
つ　
　
　
　

藤
田
ユ
イ
子

春
色
の
ト
ン
ネ
ル
潜
り
家
路
着
く　
　
　
　

山
口
　
茂
子

支
え
ら
れ
卆
寿
の
祝
い
あ
た
た
か
し

藤
井
　
歌
子

雨
来
そ
う
金
の
成
る
木
を
挿
し
木
す
る

岡
田
富
早
恵

巣
立
ち
ゆ
く
親
鳥
の
愛
ひ
な
に
そ
そ
ぐ

林
　
　
靜
野

高
原
さ
さ
ゆ
り
会
（
北
区
）

句
歌
集
は
名
刺
代
わ
り
に
配
ら
れ
る
買
い
た
く
な
る
は
川
柳
本
　
　
　
　
　  

か
ん
い
ち

枯
れ
木
か
と
思
い
し
枝
に
つ
ぼ
み
み
て
胸
に
伝
わ
る
春
の
鼓
動
か
　
　
　
　  

箱
守
喜
久
子

花
山
短
歌
会
（
北
区
）

暖
か
な
日
差
し
を
あ
び
て
桜
木
の
蕾
み
ふ
く
ら
む
開
く
を
待
つ
か

　
　

  

礒
元
カ
ヨ
子

裏
庭
に
フ
キ
の
あ
ま
た
育
ち
い
て
ア
リ
ス
の
マ
マ
さ
ん
ど
う
ぞ
ど
う
ぞ
と　

  

船
崎
め
り
子

ひ
ょ
っ
こ
り
と
歯
科
医
院
に
て
旧と

も友
に
会
い
互
い
の
現い

ま在
を
夢
中
で
交
流　

  

山
田
加
壽
代

◆
個
人

覚
め
て
は
又
浅
き
ま
ど
ろ
み
繰
り
返
す
思
い
は
深
き
春
暁
の
闇　
　
　
︵
灘
︶
上
田
　
節
子

親
田
棚
弟
背
な
に
水
運
び
食
事
風
呂
た
き
昭
和
の
ケ
ア
ラ
ー　
　
　
　
︵
中
︶
水
口
　
敏
子

独
り
言
多
く
な
り
け
り
五
月
雨　
　
　
　
　

山
田
　
朝
子

時
計
草
い
ま
何
時
か
と
問
う
て
み
る

粟
野
　
富
江

青
葉
ク
ラ
ブ
（
北
区
）

熱
き
茶
を
勧
め
る
母
の
暑
気
払
い
　
　
　
　
馬
場
み
つ
え

病
葉
を
見
つ
め
て
我
も
自
己
診
断
　
　
　
　
山
本
　
恒
雄

藍
々
と
丹
生
の
山
夏
に
入
る 

 

前
川
　
弘
子

高
原
さ
さ
ゆ
り
会
（
北
区
）

堪
え
忍
ぶ
彼
の
地
に
も
来
よ
春
の
温
も
り

南
　
久
美
子

満
開
の
花
散
り
つ
ぐ
や
風
通
る　
　
　
　
　

松
村
二
三
枝

三
度
の
検
診
終
え
て
安
堵
の
春　
　
　
　
　

山
下
　
久
一

春
め
く
や
腰
の
痛
み
に
曾
孫
の
手
　
　
　
　
て
る
子

麗
ら
か
や
鳩
小
屋
に
声
の
も
ど
り
来
て

若
林
　
節
子

花
山
会
（
北
区
）

雨
一
夜
一
気
に
開
く
黄
水
仙 

 

林
　
巳
三
子

好
天
を
世
情
に
篭
り
弥
生
尽 

 

井
関
　
礼
子

ひ
ま
わ
り
句
会
（
北
区
）

初
午
祭
風
に
な
ぶ
ら
れ
疲
れ
け
り　
　
　
　

石
井
　
敏
子

軒
下
や
競
ふ
て
咲
く
は
蘭
の
花
　
　
　
　
　
辻
　
寿
賀
子

ひ
よ
ど
り
台
句
会
（
北
区
）

春
来
れ
ぞ
戦
禍
ウ
イ
ル
ス
先
見
え
ず

塩
見
　
光
子

安
曇
野
や
田
に
山
写
し
初
桜 

 

田
中
　
弘
子

風
薫
る
ゆ
れ
て
か
け
出
す
ラ
ン
ド
セ
ル

筒
井
　
豊
子

桜
餅
携
え
墓
に
知
ら
せ
三
つ 

 

中
井
　
光
子

音
も
な
く
只
ひ
た
す
ら
に
散
る
桜　
　
　
　

矢
谷
登
美
子

北
斗
句
会
（
北
区
）

早
番
の
ナ
ー
ス
の
カ
タ
コ
ト
春
め
け
る

金
行
　
　
隆

小
糠
雨
峠
を
越
え
れ
ば
遍
路
宿
　
　
　
　
　
久
松
　
礼
子

襟
を
抜
き
ち
ょ
い
と
小
粋
に
春
シ
ョ
ー
ル

松
本
　
洋
子

漁
火
の
朧
に
ゆ
れ
て
浮
御
堂
　
　
　
　
　
　
増
田
　
嗣
夫

相
部
屋
の
遍
路
が
語
る
半
世
紀
　
　
　
　
　
岸
下
　
庄
二

春
眠
や
八
十
路
の
二
度
寝
覚
め
や
ら
ず

秋
山
　
弘
之

娘
よ
り
播
州
織
の
春
シ
ョ
ー
ル　
　
　
　
　

脇
坂
有
多
子

さ
み
ど
り
の
草
木
染
な
る
春
シ
ョ
ー
ル

黒
田
　
久
江

春
シ
ョ
ー
ル
似
合
ふ
ほ
ほ
え
み
汀
子
逝
く

藤
井
久
美
子

日
本
の
春
を
名
残
り
の
桃と

う
か
す
い

花
水
　
　
　
　
　
北
条
　
幸
夫

見
山
台
新
樹
会
（
北
区
）

鳥
帰
る
一
群
を
又
一
群
を　
　
　
　
　
　
　

貞
永
　
弘
子

う
っ
と
う
し
い
ニ
ュ
ー
ス
撥
ね
除
け
芽
ぶ
く
木
々

藤
田
　
和
夫

つ
か
の
間
の
別
れ
雪
か
も
地
区
そ
う
じ
　
　
松
隈
　
弘
子

指
萎
え
て
撥
の
す
べ
り
し
寒
稽
古　
　
　
　

佐
溝
満
喜
子

公
園
の
土
柔
ら
か
く
春
兆
す 

 

丸
尾
　
嘉
子

ゆ
る
や
か
な
流
れ
四
月
の
鯉
太
し
　
　
　
　
高
石
　
勝
行

八
十
路
来
て
会
話
少
な
き
冬
の
雨　
　
　
　

石
本
　
宏
一

福
寿
草
句
会
（
須
磨
区
）

碁
敵
や
勝
負
そ
こ
そ
こ
桜
餅　
　
　
　
　
　

林
　
　
慎
一

草
餅
や
日
の
ぬ
く
も
り
が
母
の
味　
　
　
　

松
下
修
二
郎

新
調
の
制
服
の
衿
風
光
る　
　
　
　
　
　
　

上
原
　
綾
子

風
光
る
黄
や
紫
の
ラ
ン
ド
セ
ル　
　
　
　
　

岩
田
美
代
子

咲
き
あ
ふ
れ
赤
一
色
の
つ
つ
じ
か
な

髙
見
希
豫
子

多
聞
台
と
き
わ
会
文
芸
部
（
垂
水
区
）

牡
丹
咲
く
寺
を
捜
し
て
道
迷
う
　
　
　
　
　
大
畑
留
理
子

人
離
れ
残
り
し
牡
丹
の
白
き
こ
と
　
　
　
　
中
村
佳
代
子

言
葉
無
く
ス
マ
ホ
の
写
真
紅
牡
丹　
　
　
　

樋
山
　
隆
夫

紅
牡
丹
色
を
守
り
し
わ
ら
の
傘
　
　
　
　
　
久
下
　
順
司

逢
え
ぬ
友
早
く
見
せ
た
き
庭
牡
丹
　
　
　
　
山
本
雄
二
郎

人
も
無
き
屋
敷
の
庭
に
牡
丹
あ
り
　
　
　
　
木
村
　
敏
博

桃
山
台
ク
ラ
ブ
文
芸
部
（
垂
水
区
）

立
ち
つ
く
す
狸
の
置
物
春
う
ら
ら
　
　
　
　
田
畑
美
恵
子

春
の
兆
し
微
力
に
お
ぼ
ゆ
今
朝
の
ジ
ョ
グ

大
上
　
昭
敏

き
ら
く
句
会
（
西
区
）

イ
ヌ
ワ
シ
の
高
く
飛
翔
し
苗
植
え
る

田
野
　
育
利

腕
高
く
和
太
鼓
打
て
ば
風
青
し　
　
　
　
　

森
本
　
珠
実

草
餅
の
焼
け
し
香
り
を
懐
か
し
む　
　
　
　

山
本
ス
ミ
子

母
の
忌
の
山
沿
い
行
く
や
藤
の
花　
　
　
　

大
橋
　
治
子

菖
蒲
湯
に
浸
か
り
て
そ
っ
と
我
が
手
見
る

喜
田
　
弘
征

愛
犬
を
思
い
出
さ
せ
る
卯
月
雨　
　
　
　
　

阪
本
　
道
子

月
が
丘
む
つ
み
会
（
西
区
）

晴
天
や
庭
に
色
ど
る
杜か

き
つ
ば
た若　
　
　
　
　
　
　

藤
森
　
勝
子

青
嵐
の
人
逝
き
て
昭
和
遠
く
に　
　
　
　
　

川
上
　
富
範

五
月
来
る
年
を
重
ね
て
卒
寿
か
な　
　
　
　

武
井
　
勇
二

◆
個
人

京
あ
る
き
竹
林
わ
た
る
初
夏
の
風
　
　
︵
東
︶
天
井
　
紀
子

畑
よ
り
帰
っ
て
来
た
か
ド
ア
の
音
　
　（
東
）
武
田
　
勝
子

湯
煙
や
星
も
あ
な
た
も
お
ぼ
ろ
な
り
（
灘
）
都
倉
　
知
子

清す
が

し
殿
楠
公
祭
や
五
月
か
な　
　
　
　
（
灘
）
福
井
　
悦
子

釋
迦
堂
に
説
教
白
布
御
身
拭　
　
　
　
（
灘
）
安
田
奈
美
江

新
鮮
な
初
夏
を
並
べ
る
直
売
所
　
　
　（
灘
）
山
上
　
幸
子

コ
ロ
ナ
禍
の
春
荼
毗
に
付
す
姉
涙
雨　
（
北
）
鎌
内
千
代
子

朝
日
差
し
雛
の
微
笑
む
仏
間
か
な　

（
北
）
竹
村
　
良
子

石
垣
の
芳
草
つ
み
た
り
通
学
児　
　
　
（
北
︶
山
田
キ
ミ
子

漆
黒
の
レ
コ
ー
ド
拭
き
て
長
閑
な
り
　（
須
）
渡
辺
眞
佐
代

目
覚
め
ゆ
く
も
の
を
抱
へ
て
山
笑
ふ　
（
須
）
高
橋
　
統
子

笹
か
ざ
り
月
を
相
手
の
手
勺
か
な
　
　（
垂
）
藤
田
　
恵
子

ね
ね
の
像
有
馬
の
足
湯
春
う
ら
ら
　
　（
垂
）
山
田
と
し
ゑ

花
水
木
お
で
か
け
前
の
す
ま
し
顔　

　（
西
）
小
幡
美
沙
子

見
え
ま
す
か
桜
並
木
の
清
水
川
　
　
　
︵
西
︶
芝
田
　
律
子

崖
上
の
枯
木
一
本
空
を
掃
く
　
　
　
　（
西
）
寺
岡
　
洋
子

紅
梅
が
一
気
に
咲
い
て
目
白
く
る
　
　（
西
）濵
頭
ミ
ノ
ル

わ
が
庭
に
芍
薬
牡
丹
ダ
リ
ヤ
待
ち　
　
︵
西
︶
藤
原
　
健
二

桂
木
ひ
ふ
み
会
（
北
区
）

デ
パ
ー
ト
の
コ
ス
メ
フ
ロ
ア
ー
別
世
界

荒
木
　
宗
Q

削
除
し
た
数
多
の
悪
を
嗅
ぎ
つ
け
る

京
念
久
美
子

加
齢
臭
テ
レ
ビ
の
Ｃ
Ｍ
嘘
じ
ゃ
な
い

笹
岡
　
淑
子

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
花
の
香
り
に
つ
つ
ま
れ
て

杉
尾
　
悦
子

古
代
よ
り
香
水
淑
女
魔
女
に
す
る　
　
　
　

大
和
ケ
ン
ト

筑
栄
会
（
北
区
）

年
を
取
り
地
縁
を
継
ぐ
川
柳
で 

 

か
ほ
う

家
と
墓
後
世
に
継
ぐ
難
し
さ 

 

三
　
茶

こ
の
街
の
地
域
の
き
ず
な
誇
り
た
い

あ
き
ら

桜
咲
く
親
と
つ
な
ぐ
手
う
れ
し
そ
う

と
き
こ

淡
路
か
ら
眺
む
る
橋
は
故
郷
恋
し  

と
し
子

人
と
人
繋
が
り
う
ま
く
笑
み
が
出
る

ま
り
子

赤
い
糸
切
れ
そ
で
つ
な
ぎ
五
十
年  

ま
さ
こ

◆
個
人

俺
ト
イ
レ
回
し
と
い
て
と
妻
が
云
う　
︵
東
︶
東
　
　
健
治

夫
婦
道
車
イ
ス
を
押
す
夫
か
な　
　
　
︵
東
︶
早
川
キ
ミ
エ

一
人
に
な
り
家
計
が
不
明
泣
か
さ
れ
る　
︵
東
︶
増
田
　
芳
之

短
冊
に
世
界
平
和
と
孫
が
書
く　
　
　
︵
北
︶
北
野
　
利
一

コ
ロ
ナ
禍
で
牛
乳
あ
ま
れ
ば
猫
に
も
飲
ま
し
︵
北
︶
宮
内
美
栄
子

俺
の
夢
コ
ロ
ナ
に
盗
ま
れ
ペ
シ
ャ
ン
コ
に
︵
垂
︶
小
髙
　
　
肇

今
回
で
投
句
も
終
わ
り
あ
り
が
と
う　
︵
西
︶
松
井
　
文
子

扇
風
機
持
っ
て
外
出
風
を
切
る　
　
　
︵
西
︶
萩
原
　
浩
一

春
風
に
誘
わ
れ
小
さ
な
恋
の
花 

      

︵
西
︶
藤
長
　
文
子

川　柳川　柳

　
　
　
　
　
　
朋
　
子

今
日
居
る
よ
ラ
イ
ン
が
入
り
チ
ョ
ッ
ト
寄
る

　
　
お
茶
し
て
喋
り
笑
っ
て
又
ね

  

（
北
）
清
水
　
久
子

今
日
居
る
よ
ラ
イ
ン
が
入
り
チ
ョ
ッ
ト
寄
る

　
　
お
茶
し
て
喋
り
笑
っ
て
又
ね

  

（
北
）
清
水
　
久
子 へなぶりへなぶり

あとがき
　コロナ禍ではありますが、上手にコロナとつき
あい、工夫した事業も多くなっていると感じてお
ります。ソーシャルディスタンスで距離を保ちな
がらも心の距離は近くありたいものです。
　市老連の事業も本格始動。3 年ぶりの事業開始
や総会も実際に集まって実施しております。今後
も会員の笑顔と元気な声に出会うことを楽しみに
しております。
　今回も多くの原稿ありがとうございました。

「KOBE シニアクラブ」が会員間の情報交換の場と
なればと願っております。今後ともどうかよろし
くお願いいたします。

俳　　句俳　　句

孫
の
結
婚
式
ば
あ
さ
ん
２
人
仲
良
く
出
席
留
め
そ
で
姿
の
娘こ

に
自
分
の
半
生
思
う　
︵
兵
︶
大
賀
　
清
子

花
ま
つ
り
甘
茶
の
香
り
懐
か
し
む
お
さ
な
き
頃
の
作
法
の
思
い
出　
　
　
　
　
︵
北
︶
眞
木
香
代
子

弟
妹
と
ツ
ク
シ
摘
み
た
る
ふ
る
さ
と
の
土
手
は
拓
け
て
跡
形
も
無
く　
　
　
　
︵
長
︶
浜
田
芙
美
代

視
野
に
入
る
車
窓
流
る
る
須
磨
の
海
霞
む
彼
方
は
国
生
み
の
島　
　
　
　
　
　
︵
須
︶
江
口
　
啓
子

大
輪
の
花
散
る
よ
う
に
舞
い
下
り
た
曇
り
日
の
空
羽
根
白
き
鳩　
　
　
　
　
　
︵
須
︶
松
井
寿
美
江

と
ぼ
と
ぼ
と
家
路
を
急
ぐ
足
元
を
今
宵
の
月
は
や
さ
し
く
照
ら
す　
　
　
　
　
︵
西
︶
秋
山
シ
ズ
ヱ

わ
が
庭
の
紫
陽
花
切
り
取
り
父
母
の
墓
前
に
手
向
け
線
香
供
え
る　
　
　
　
　
︵
西
︶
瀬
尾
省
二
郎

す
ぎ
な
摘
み
わ
が
手
製
な
る
ハ
ー
ブ
テ
ィ
身
体
サ
ラ
サ
ラ
廻
る
心
地
す　
　
　
︵
西
︶
松
浦
　
妙
子

漸
く
に
円
周
率
の
暗
記
が
出
来
た
八
十
八
才
二
百
拾
桁　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
西
︶
水
澤
　
　
清

俳　　句俳　　句
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